
集 中
連 載

第1回

7/22●日
第3回

8/5●日
第4回

10/21●日
大学祭と同時開催

第2回

8/4●土
ものづくりコンテスト

●無料送迎バス運行  ●体験型学習など各種イベント開催  ●学食無料体験  ●オリジナルグッズプレゼント

交通機械工学科
「先端交通・航空宇宙コース」 

航空・宇宙の新領域へ

オープンキャンパス情報

自分の手で自動車などを創りたいと
思っている人、航空宇宙開発、航空整
備領域で活躍したい人へ！

平成30年4月開設私の未来を
「つくる」トコ

TEL  0942-65-3488（直通）　
URL  http://www.kurume-it.ac.jp/
〒830-0052 福岡県久留米市上津町2228-66

お問い合わせ
および

資料請求先（入試課）

工学部
 ●機械システム工学科
●交通機械工学科
●建築・設備工学科
●情報ネットワーク工学科
●教育創造工学科（教員養成学科）

所在地 〒 651-2188 神戸市西区学園西町 3-1
電　話 ☎ 078-794-2231（入試部）
U R L http://ryukadai.jp/

お問い
合せ先

商学部
 マーケティング学科
 経営学科
経済学部

 経済学科
 経済情報学科
人間社会学部
 人間社会学科
 観光学科
 人間健康学科

オープンキャンパス
2018 開催日決定！

時間 10：00～15：00（7・8月のみ10：00～16：00）

6/17日
4/22 日

7/21土 5/27日
8/18土

11/17土

7/22日
10/28日

8/19日
11/18日9/22土

12/23日

探そう、なりたい自分の夢の種。

オープンキャンパス 入試個別相談＆大学見学会

〒492-8521 愛知県稲沢市稲葉2-9-17　TEL：0587-32-5169
http://www.ai-bunkyo.ac.jp/お問い合わせ

生活文化学科 生活文化専攻
情報医療コース、情報ビジネスコース

生活文化学科
食物栄養専攻

 幼児教育学科 第1部 第3部

10：00～14：00 （受付9：30～）

4/28土　 6/9土　7/7土　
7/21土　 8/4土 ほか

■模擬授業 ■学科・コース説明会　■キャンパスツアー
■入試相談会　■ランチ体験　など

オープンキャンパス

ળޕࠆ߇ߥߟޔ
ᧂ᧪ޕߒߚࠊߩ

目標のその先に、
夢がある。

 保育学部 保育学科
 国際教養こども学科

 学芸学部 英語学科

〒470-1193 愛知県豊明市栄町武侍48
TEL 0562-97-5503（代表）
 0562-97-6311（入試広報課）
URL http://www.ohka.ac.jp

2018年3月卒業生の
うち、127人が教育・
保育職を希望し、就
職率は100％。こうし
た実績の実現には特
別講座の開講や手厚
い就職支援など、学
生一人ひとりの目標実
現をサポートする学び
の体制があります。

教育・保育職希望者の就職率100％
そのうちの約6割が12年連続で
公務員（教育・保育職）に！

　　　私立　　　
幼稚園・保育所・
施設・認定こども園

41.7％
（53人）

公務員
（教育・保育職）

58.3％
（74人）

未来の自分と出会うために。
私らしく生きる力をみつけよう。
 学生と教職員の距離が近い学びの環境
 幅広い知識と技能を修得する濃い教育
 実習、海外研修の充実したプログラム

〒470-1193 愛知県豊明市栄町武侍48
☎ 0562-97-1306（代表）　☎ 0562-97-6311（入試広報課）

保育科
英語コミュニケーション学科
現代教養学科

専攻科保育専攻
専攻科英語専攻

http://www.ohka.ac.jphttp://www.ohka.ac.jp

おおいた切り抜き新聞グランプリ

学生がグランプリを受賞
別府大学

　
国
際
交
流
基
金
（
本
部
東
京
・

新
宿
区
）
が
主
催
す
る
「
日
本
語

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
派
遣
事
業
に
お

い
て
、
美
作
大
学
（
岡
山
県
津
山

市
）
の
学
生
5
人
が
3
月
3
〜
17

日
の
2
週
間
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
た
。

　
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事

業
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
学
・
高

等
学
校
で
現
地
の
日
本
語
教
師
と

共
に
活
動
す
る
人
材
を
派
遣
す
る

　
京
都
精
華
大
学
（
京
都
市
）
で

は
、
約
3
0
0
0
人
の
学
生
が
自

由
で
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、
世

界
に
向
け
て
発
信
す
る
カ
ル
チ
ャ

ー
と
ア
ー
ト
を
学
ん
で
い
る
。

　
同
大
は
学
修
成
果
を
発
揮
す
る

機
会
を
設
け
る
た
め
、
多
種
多
様

な
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
株
式
会
社
メ
ガ
ネ

ト
ッ
プ
（
本
社
・
静
岡
市
）
と
の

産
学
連
携
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
部

プ
ロ
ダ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
の
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
3
種
類
の
作
品
を
商
品
化
し
、

3
月
2
日
よ
り
全
国
の
「
眼
鏡
市

場
」
で
販
売
を
開
始
し
て
い
る
。

　「
第
3
回
お
お
い
た
切
り

抜
き
新
聞
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生

の
部
に
お
い
て
、
別
府
大
学

（
大
分
県
別
府
市
）
の
国
際

経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
2

年
生
・
小
松
未
旺
さ
ん
（
大

分
県
立
杵
築
高
等
学
校
出

身
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
見
事

個
性
的
で
カ
ラ
フ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

は
も
ち
ろ
ん
、
30
〜
40
代
の
働
く

女
性
が
休
日
で
も
使
え
る
可
愛
ら

し
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
大
で
は
、
株
式
会
社
ボ
ス
ト

ン
ク
ラ
ブ
（
本
社
福
井
・
鯖
江
市
）

と
ソ
ウ
ウ
ェ
ル
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ

ス
（
同
市
）
の
協
力
の
も
と
、
本

格
的
な
ア
イ
ウ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

修
得
す
る
授
業
を
開
講
。
全
15
週

の
授
業
を
通
し
て
受
講
生
達
は
、

眼
鏡
の
構
造
や
、
人
間
工
学
、
素

材
や
加
工
特
性
な
ど
を
学
び
、
実

際
に
鯖
江
の
眼
鏡
産
業
の
製
造
現

場
を
視
察
す
る
な
ど
、
リ
ア
ル
な

ア
イ
ウ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
自
ら
の
デ
ザ
イ

ン
を
打
ち
出
し
、
実
際
に
使
え
る

眼
鏡
を
制
作
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

案
を
3
社
に
向
け
て
発
表
し
た
。

　
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
メ

ガ
ネ
ト
ッ
プ
と
の
商
品
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
相
応
し
い
対
象
を
決
定

し
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
メ
ガ

ネ
ト
ッ
プ
の
開
発
担
当
者
と
何
度

も
議
論
を
重
ね
、
約
1
年
の
開
発

期
間
を
経
て
「
売
れ
る
商
品
」
へ

と
練
り
上
げ
ら
れ
た
。
市
場
の
ト

レ
ン
ド
や
膨
大
な
種
類
の
素
材
見

に
受
賞
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
新
聞

か
ら
気
に
な
っ
た
記
事
を
切

り
抜
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新

聞
を
作
る
と
い
う
も
の
。
大

分
県
内
の
小
学
生
か
ら
大
学

生
ま
で
が
参
加
で
き
、
今
回

の
応
募
総
数
は
2
5
2
6
点

に
も
及
ん
だ
。
小
松
さ
ん
の

ほ
か
に
も
、
文
学
部
国
際
言

語
・
文
化
学
科
3
年
生
・
高

野
明
日
香
さ
ん
（
大
分
国
際

情
報
高
等
学
校
出
身
）
が
準

グ
ラ
ン
プ
リ
、
食
物
栄
養
科

学
部
発
酵
食
品
学
科
2
年

生
・
河
野
共
喜
さ
ん
（
星
琳

高
等
学
校
出
身
）
と
文
学
部

史
学
・
文
化
財
学
科
1
年

生
・
比
嘉
瑠
美
さ
ん
（
沖
縄

県
立
コ
ザ
高
等
学
校
出
身
）

が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
2
月

24
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

は
、
賞
状
お
よ
び
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　
小
松
さ
ん
は
、
昨
年
12
月

に
起
き
た
普
天
間
第
二
小
学

校
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
に

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
一
部

が
落
下
し
た
こ
と
を
題
材

に
、『
米
ヘ
リ
新
聞
』
を
制

作
。
各
紙
が
報
じ
た
記
事
を

考
察
す
る
と
共
に
小
松
さ
ん

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
世
界
に

一
つ
の
新
聞
が
完
成
し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加

は
、
同
大
佐
藤
敬
子
教
授
の

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
一
環

と
し
て
毎
年
取
り
組
み
、
切

り
抜
き
新
聞
の
制
作
を
通
じ

て
時
事
問
題
に
ふ
れ
、
就
職

活
動
の
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
。

本
、
生
産
上
の
制
約
な
ど
、
授
業

と
は
異
な
る
シ
ビ
ア
さ
が
求
め
ら

れ
る
中
で
生
み
出
さ
れ
た
商
品
。

そ
れ
だ
け
に
発
売
さ
れ
た
時
の
学

生
た
ち
の
喜
び
も
大
き
か
っ
た
だ

ろ
う
。

　「IROIRO

」
を
手
が
け
た
高

井
佑
理
さ
ん
（
京
都
府
立
南
陽
高

等
学
校
出
身
）
は
「〝
メ
ガ
ネ
〞

は
か
け
る
人
の
印
象
を
ガ
ラ
リ
と

替
え
る
も
の
で
す
。
あ
え
て
多
く

の
色
を
使
う
こ
と
で
個
性
的
な
印

象
を
与
え
た
い
」
と
、
色
彩
に
こ

だ
わ
っ
た
メ
ガ
ネ
を
提
案
し
た
。

「mutenka

」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

瀧
内
彩
加
さ
ん 

（
神
戸
山
手
女
子

高
等
学
校
出
身
）
は
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
邪
魔
を
せ
ず
、
馴
染
む
眼

鏡
を
目
指
し
て
〝
無
添
加
〞
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え

ま
し
た
。
色
か
ら
形
ま
で
細
部
に

こ
だ
わ
っ
た
眼
鏡
を
制
作
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
、語
っ
た
。

「W
orking W

oman

」
を
考
案

し
た
ジ
ャ
ン
タ
ウ
ィ
ー
ソ
ン
ブ

ン
・
ア
リ
ー
ヤ
ー
さ
ん
（
日
本
航

空
高
等
学
校
出
身
）
は
「
タ
イ
か

ら
見
た
日
本
の
眼
鏡
の
印
象
は
、

ど
も
た
ち
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
、
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
事
業

に
参
加
で
き
た
喜
び
を
語
っ
た
。

　
滞
在
中
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統

衣
装
「
ア
オ
ザ
イ
」
を
着
て
市
場

や
教
会
な
ど
伝
統
的
な
街
並
み
を

巡
り
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
ベ
ト

ナ
ム
の
文
化
・
伝
統
は
も
ち
ろ

ん
、
日
本
文
化
を
再
認
識
す
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

と
い
う
も
の
。
今
回
は
2
0
2
0

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ベ
ト

ナ
ム
チ
ー
ム
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

な
る
美
作
市
に
募
集
が
あ
り
、
包

括
連
携
協
定
を
結
ぶ
同
大
に
声
が

か
か
っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
美
作
市
と
国
際

交
流
基
金
の
研
修
を
受
講
し
て
準

備
を
進
め
た
。
現
地
で
は
、
日
本

語
教
育
を
導
入
し
て
い
る
中
学
・

高
校
・
大
学
を
計
10
校
訪
問
し
、

各
校
で
90
分
の
授
業
を
行
っ
た
。

学
生
自
ら
岡
山
の
踊
り
「
う
ら
じ

ゃ
」
を
披
露
し
た
り
、
日
本
の
文

化
や
美
作
市
に
ま
つ
わ
る
3
択
ク

イ
ズ
を
出
題
し
た
り
と
、
現
地
の

子
ど
も
た
ち
が
日
本
語
や
日
本
文

化
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
よ
う

工
夫
を
凝
ら
し
た
。
ま
た
、
岡
山

県
の
名
産
「
き
び
団
子
」
や
「
湯

郷
温
泉
」
や
美
作
市
の
観
光
名
所

な
ど
を
紹
介
。
日
本
語
の
習
熟
度

が
異
な
る
た
め
、
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ

ー
ジ
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。
ビ
ン
ズ
オ
ン
大
学
と
の

交
流
会
で
は
、
歌
舞
伎
メ
イ
ク
体

　
甲
南
大
学
（
神
戸
市
）
は
、
学

生
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し

て
育
て
る
圧
倒
的
少
人
数
教
育
に

よ
り
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
来
年
4
月
に
は
母

体
で
あ
る
学
校
法
人
甲
南
学
園
が

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
さ
ら

な
る
革
新
を
続
け
て
い
る
。

　
特
に
同
大
の
革
新
を
象
徴
す
る

の
が
「
K
O
N
A
N 

プ
レ
ミ
ア
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
そ
の
一
環

で
あ
る
「
神
戸
ス
イ
ー
ツ
の
研
究

活
性
化
拠
点
」
で
は
、
経
営
学
部

の
西
村
順
二
教
授
の
2
年
生
ゼ
ミ

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
専
攻
）
に

所
属
す
る
学
生
た
ち
が
、
モ
ロ
ゾ

フ
株
式
会
社
（
本
社
・
神
戸
市
）

と
平
成
30
年
4
月
1
日
の
イ
ー
ス

タ
ー
に
向
け
て
共
同
開
発
を
行
っ

て
き
た
。

　
イ
ー
ス
タ
ー
と
は
、
キ
リ
ス
ト

最
古
の
儀
式
で
、
キ
リ
ス
ト
の
復

活
を
祝
う
と
共
に
冬
か
ら
春
へ
と

変
わ
る
季
節
を
祝
う
祭
日
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
同
社
で
は
、
イ
ー

ス
タ
ー
に
合
わ
せ
て
家
族
が
集
ま

っ
て
プ
リ
ン
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
な

験
や
け
ん
玉
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
日
本
の

魅
力
を
存
分
に
伝
え
た
。

　
学
生
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
児
童

学
科
3
年
生
・
野
村
菜
穂
さ
ん

（
高
知
県
立
高
知
丸
の
内
高
等
学

校
出
身
）
は
「
子
ど
も
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
毎
晩
反

省
会
を
開
き
ま
し
た
。
最
終
日
に

は
た
く
さ
ん
の
手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
い
た
だ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子

機
能
的
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
た
め
、
働
く
女
性
が
い
つ
で
も

使
え
る
可
愛
ら
し
い
メ
ガ
ネ
を
提

案
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

ま
し
た
」
と
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
考

え
や
視
点
を
活
か
し
た
商
品
が
完

成
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
産
学
連
携
を
通
し

て
、
優
秀
な
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
育

成
を
目
指
す
京
都
精
華
大
。
世
界

で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
輩

出
に
期
待
し
た
い
。

ど
の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の

企
画
や
戦
略
を
発
信
し
て
き
た
。

同
大
と
の
共
同
開
発
は
昨
年
9
月

か
ら
始
ま
り
、
今
後
の
日
本
で
の

イ
ー
ス
タ
ー
文
化
の
定
着
と
ス
イ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
学
生
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
考
案
。
企
業
調
査
は
も
ち
ろ

ん
、
消
費
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

た
S
N
S
の
活
用
策
や
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
の
検
討
な
ど
、
半
年
を
か

け
て
イ
ー
ス
タ
ー
・
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
を
進
め
て
き
た
。

　
3
月
13
日
に
行
わ
れ
た
最
終
発

表
会
で
は
、
モ
ロ
ゾ
フ
株
式
会
社

の
山
口
信
二
代
表
取
締
役
社
長
を

迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を

報
告
し
た
。
学
生
た
ち
は
「
イ
ー

ス
タ
ー
d
e
い
い
S
T
A
R
T

〜
モ
ロ
ゾ
フ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と

共
に
大
切
な
人
へ
の
気
持
ち
を
届

け
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ン

マ
ー
ク
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

と
m
o
o
v
i
n
カ
ー
ド
の
セ
ッ

ト
販
売
を
提
案
。
贈
り
物
だ
け
で

は
な
く
、
m
o
o
v
i
n
カ
ー
ド

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
で

作
っ
た
ム
ー
ビ
ー
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
に
添
え
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
大
切
な
人
と
の
思
い
出
や

日
頃
の
感
謝
な
ど
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
企
画
に
仕
上
げ

た
。
山
口
社
長
は
研
究
報
告
に
対

し
て
コ
メ
ン
ト
を
残
し
、
学
生
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
考
案
し

た
企
画
の
一
部
は
、
今
春
同
社
の

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
シ
ョ
ッ
プ
等
で

展
開
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
近
年
、
大
学
の
組
織
運
営
や
教

育
改
革
に
お
い
て
デ
ー
タ
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
、
Ｉ
Ｒ

(Institutional Research)

と

い
う
形
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
京

都
外
国
語
大
学
（
京
都
市
）
で

は
、
平
成
27
年
に
I
R
を
推
進
す

る
部
署
を
設
置
し
、
学
修
成
果
の

可
視
化
や
大
学
運
営
に
必
要
な
調

査
分
析
な
ど
、
多
面
的
に
I
R
活

動
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
の
う
ち
、
デ
ー
タ
の
収
集
、
蓄

積
、
集
計
・
分
析
を
一
元
的
に
統

合
す
る
「
I
R
シ
ス
テ
ム
」
を
独

自
に
構
築
し
、
効
率
的
な
I
R
の

基
盤
を
整
備
し
た
点
が
評
価
さ

れ
、
一
般
財
団
法
人
日
本
デ
ー
タ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
J
D
M
C
、
事
務
局
東
京
・
江

東
区
）
主
催
の
「
第
5
回
デ
ー
タ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞
」
に
お
い
て
ア

ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
賞
を
受
賞
し
た
。

　
大
学
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

デ
ー
タ
が
散
在
し
て
お
り
、
各
部

署
で
必
要
に
応
じ
て
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
デ
ー
タ
形
式
が
さ
ま
ざ

ま
で
再
利
用
が
困
難
な
こ
と
や
、

デ
ー
タ
自
体
の
存
在
が
相
互
に
不

可
視
で
あ
る
こ
と
、
デ
ー
タ
を
一

元
的
に
集
約
し
管
理
す
る
主
体
が

な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
横
断
的
に
利
用
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
I
R
を

推
進
す
る
基
盤
と
し
て
学
内
の
デ

ー
タ
の
洗
い
出
し
と
整
理
を
行

い
、
一
元
的
に
「
I
R
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
に
集
約
し
て
定
期
的
に
同

期
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

I
R
の
分
析
に
利
用
す
る
と
共

に
、
B
I
ツ
ー
ル
を
用
い
て
定
型

レ
ポ
ー
ト
化
し
、
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス

で
教
職
員
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
時

間
が
か
か
る
デ
ー
タ
収
集
や
資
料

作
成
が
大
幅
に
効
率
化
で
き
る
と

共
に
、
横
断
的
な
デ
ー
タ
を
用
い

た
情
報
提
供
も
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
大
は
大
学
教
育
再
生
加

速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
P
）
に
採
択

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
常
に
最
新
の
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
オ
ン
デ
マ
ン

ド
で
生
成
で
き
る
た
め
、
学
生
の

T
O
E
I
C
ス
コ
ア
の
分
布
を
は

じ
め
、
教
職
員
が
必
要
と
す
る
情

報
を
素
早
く
効
率
的
に
提
供
で
き

る
な
ど
、
教
育
改
革
に
向
け
た
学

修
成
果
の
可
視
化
も
着
実
に
進
ん

で
い
る
。

　
し
か
し
、
学
内
に
は
い
ま
だ
利

用
さ
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
が
数
多

く
あ
り
、
必
要
な
レ
ポ
ー
ト
が
十

分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
提
供
し
た
情
報
が
有
効
に
活

用
さ
れ
て
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
同
大
で
は
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
、
よ
り
よ
い
大
学
運
営

や
教
育
改
善
に
つ
な
が
る
I
R
活

動
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
。

日
本
文
化
を
発
信

日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
参
加

美
作
大
学

モ
ロ
ゾ
フ
社
と
共
同
開
発

イ
ー
ス
タ
ー
戦
略
を
企
画
・
立
案

甲
南
大
学

学
生
が
眼
鏡
の
デ
ザ
イ
ン
考
案

京
都
精
華
大
学

プ
ロ
ダ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

全
国
教
育
機
関
で
初
受
賞

京
都
外
国
語
大
学

商
品
化
に
喜
び
を
み
せ
る
瀧
内

彩
加
さ
ん
●左
と
高
井
佑
理
さ
ん

ア
イ
デ
ア
を
積
極
的
に
推
進・

展
開
す
る「
K
O
N
A
N
プ
レ

ミ
ア・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

イ
ラ
ス
ト
や
実
物
を
用
意
し

て
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明

学
生
な
ら
で
は
の
自
由
な
発
想

で
楽
し
み
な
が
ら
新
聞
を
発
行

独
自
の「
I
R
シ
ス
テ
ム
」で

教
育
現
場
を
サ
ポ
ー
ト

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」が
病
院
の
明
日
を
創
る

保
健
医
療
経
営
大
学

　
保
健
医
療
経
営
大
学
（
福
岡
県
み

や
ま
市
）は
、平
成
20
年
に
開
学
し
、

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
る
全
国
で
も

め
ず
ら
し
い
保
健
医
療
経
営
学
部
を

擁
す
る
単
科
大
学
だ
。
大
学
を
設
置

し
た
み
や
ま
市
は
、
日
本
の
標
準
的

な
田
園
地
帯
で
あ
る
と
共
に
、
実
り

豊
か
な
筑
後
平
野
、
な
だ
ら
か
な

山
々
、
美
し
い
有
明
海
な
ど
、
大
都

市
で
は
味
わ
え
な
い
自
然
豊
か
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
医
療
分
野
は
医
療
技
術
の

急
速
な
進
歩
や
医
療
制
度
の
細
分
化

に
よ
り
、
医
療
供
給
の
仕
組
み
は
複

雑
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
大

学
で
は
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
単
な

る
経
営
上
の
実
務
教
育
に
と
ど
ま
ら

ず
、
幅
広
い
専
門
性
と
独
創
的
な
視

理
士
や
医
療
事
務
、
看
護
師
、
診
療

放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
師
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
役
の
医
療
従
事

者
か
ら
現
場
の
話
を
聞
く
機
会
を
設

け
る
。
さ
ら
に
病
院
内
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
、
日
程
に
よ
っ
て
は

「da Vinci

（
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
）」

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
（
開
催
日
に
よ
っ
て

内
容
は
異
な
る
）。

　
そ
の
ほ
か
に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

や
学
校
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
充
実
し
た
1
日
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
受
け
入
れ
に
は
制

限
が
あ
る
が
、
実
際
の
医
療
現
場
を

見
学
で
き
る
機
会
は
受
験
生
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
同
大
の
取
り
組
み
は
、
医
療
分
野

へ
の
進
学
を
考
え
る
受
験
生
に
と
っ

て
非
常
に
前
向
き
な
進
路
選
択
に
つ

な
が
る
。
詳
細
は
、
同
大
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
公
開
す
る
予
定
だ
。
今

後
も
聖
マ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組

み
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

（
福
岡
県
久
留
米
市
）
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
こ
と
を
強
み
に
、
実
践
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
充
実
し
た
実
習
を

展
開
。
4
年
間
で
じ
っ
く
り
と
地
域

の
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
の
課

題
に
取
り
組
み
、
地
方
都
市
は
も
ち

ろ
ん
、
大
都
市
で
も
活
躍
で
き
る
医

療
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
モ
ダ
ン
が
融
合
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
十

分
な
ま
で
の
施
設
・
設
備
を
完
備
。

充
実
し
た
学
修
環
境
で
、
診
療
情
報

管
理
士
を
は
じ
め
と
す
る
資
格
取
得

の
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
学
生
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
就
職
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
九
州
新
幹
線
を
利
用
し

て
通
学
す
る
学
生
に
は
定
期
補
助
制

度
を
用
意
し
て
い
る
た
め
、
遠
方
か

ら
の
通
学
も
安
心
だ
。

　
同
大
は
今
年
度
、
グ
ル
ー
プ
の
聖

マ
リ
ア
病
院
と
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学

（
福
岡
県
久
留
米
市
）
と
一
体
と
な

っ
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
す

る
。
高
校
生
を
対
象
に
診
療
情
報
管

点
を
養
う
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
同
大
は
、
西
日
本
で
最
大
規
模
の

1
0
9
7
床
を
持
つ
聖
マ
リ
ア
病
院

Harnessing the power of management in healthcare

「医療」と「経営」をデザインする

見
渡
し
が
良
く
、
開
放
感
あ

ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
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